
尚
青
木
周
弼
が
江
戸
か
ら
萩
の
研
藏
に
出
し
た
手
紙
の
中
に
も
、

金
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
経
済
的
に
も
関
心
が

族
等
と
処
理
に
つ
い
て
考
慮
中
で
あ
る
。

強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
山
口
県
萩
市
）

丹
波
康
頼
撰
『
医
心
方
』
に
は
、
中
国
の
快
害
が
多
く
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
巻
二
十
七
・
養
生
編
そ
の
他
に
、

「
延
寿
赤
言
云
」
と
記
さ
れ
た
引
用
文
が
あ
る
。
馬
継
興
に
よ
れ
ば
、

（
一
）

全
部
で
十
三
条
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
演
者
の
調
べ
た
と
こ
ろ

で
は
、
次
の
十
二
条
で
あ
る
。

巻
四
治
髪
令
堅
方
第
三
一
条

巻
二
十
六
辞
邪
魅
方
第
十
三
一
条

巻
二
十
七
谷
神
第
二
一
条

巻
二
十
七
養
形
第
三
五
条

巻
二
十
七
服
用
第
九
一
条

巻
二
十
七
雑
禁
第
十
一
一
条

巻
二
十
九
調
食
第
一
二
条

『
医
心
方
』
所
引
の
『
延
寿
赤
書
」

に
つ
い
て

坂
出
祥
伸
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右
の
十
二
条
の
う
ち
、
巻
四
の
引
用
文
は
巻
二
十
七
養
形
第
三
所

引
に
同
文
が
あ
り
、
ま
た
、
巻
二
十
六
の
引
用
文
も
、
巻
二
十
七
養

形
所
引
に
同
文
が
あ
る
か
ら
、
『
延
寿
赤
書
』
か
ら
の
引
用
は
、
正

確
に
は
十
条
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
延
寿
赤
書
』
を
康
頼
が
実
際
に
見
た
の
か
、

あ
る
い
は
他
の
書
か
ら
引
用
し
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
藤
原
佐
世

『
日
本
国
見
在
害
目
録
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
『
新

唐
書
』
芸
文
志
子
録
道
家
類
神
仙
家
に
、
「
斐
燈
延
寿
赤
書
一
巻
」

と
著
録
さ
れ
、
ま
た
、
『
宋
史
』
芸
文
志
子
類
道
家
類
（
神
仙
類
）

に
も
、
「
装
絃
延
寿
赤
書
一
巻
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
あ
る

い
は
康
頼
の
時
代
に
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
そ
の
撰
者
名
を
唐
志
が
「
装
燈
」
と
し
て
い
る
の
を
、
宋
志

は
「
装
錘
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
一
一
）

私
は
か
つ
て
、
「
『
医
心
方
』
養
生
篇
の
道
教
的
性
格
」
と
い
う
論

文
の
中
で
、
こ
の
『
延
寿
赤
書
』
に
言
及
し
、
供
書
だ
と
推
定
し
た

こ
と
が
あ
る
。
私
だ
け
で
な
く
、
岡
西
為
人
博
士
『
宋
以
前
医
籍

孜
』
第
二
十
六
類
養
生
で
も
快
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た

近
年
で
は
前
述
の
馬
継
興
氏
も
快
書
と
見
な
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
私
は
『
全
唐
文
』
（
清
・
嘉
慶
十
九
年
勅
撰
）

の
中
の
巻
三
六
三
に
、
装
絃
作
「
進
延
寿
赤
書
表
」
と
い
う
一
文
を

見
出
し
た
。
そ
の
小
引
に
は
、
「
絃
は
開
元
中
、
終
南
山
に
隠
居
す
」

と
あ
る
。
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
の
資
料
を
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
前

記
の
唐
志
で
斐
燈
と
な
っ
て
い
た
撰
者
名
は
、
宋
志
の
「
斐
銭
」
に

従
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
彼
は
唐
の
玄
宗
の
開
元
年
間
（
七
一
三
’

七
四
一
）
の
人
物
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
斐
錘
の
伝

は
、
両
唐
害
そ
の
他
の
伝
記
資
料
に
全
く
見
え
な
い
の
で
、
い
か
な

る
人
物
な
の
か
は
分
ら
な
い
。
『
延
寿
赤
書
』
は
、
先
の
上
表
の
文

に
よ
っ
て
、
玄
宗
に
進
呈
さ
れ
た
も
の
で
、
書
名
は
正
し
く
は
、

『
上
元
高
眞
延
寿
赤
書
』
と
題
さ
れ
、
巻
軸
に
写
さ
れ
て
、
一
軸
八

篇
か
ら
成
る
「
長
生
の
道
」
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
書
に
つ
い
て
更
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
『
正
統
道
蔵
』

洞
神
部
方
法
類
（
台
湾
・
芸
文
印
害
館
縮
印
本
第
三
十
一
冊
）
に
、

「
上
玄
高
眞
延
寿
赤
書
」
と
し
て
収
め
ら
れ
、
前
引
の
「
進
延
寿
赤

書
表
」
（
唐
・
終
南
山
林
・
臣
・
装
絃
上
表
）
も
併
せ
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
書
が
凡
べ
て
八
篇
よ
り
成
る
こ
と
も
、
上
表
の
記
す
通
り

で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
『
延
寿
赤
書
』
は
、
供
書
で
は
な
く
て
、
『
正
統

道
蔵
』
の
中
に
道
教
経
典
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
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の
で
、
従
来
の
供
書
と
い
う
推
定
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
『
医
心
方
』
所
引
の
「
延
寿
赤
書
云
」
の
十
二
条
（
実
は

十
条
）
を
『
道
蔵
』
本
の
『
延
寿
赤
書
』
と
比
較
対
照
し
て
み
る

と
、
巻
二
十
七
谷
神
第
二
の
、
「
三
魂
名
、
爽
霊
・
胎
光
・
幽
精
。

七
塊
神
名
、
戸
狗
・
伏
矢
・
雀
陰
・
呑
賊
・
非
毒
・
除
稜
・
臭
肺
。

五
蔵
神
名
、
心
神
・
赤
子
・
字
朱
霊
、
肺
神
・
詰
華
・
字
虚
成
、
肝

神
・
龍
煙
・
字
含
明
、
腎
神
・
玄
冥
・
字
育
嬰
、
脾
神
・
常
在
・
字

魂
庭
」
と
い
う
引
用
文
を
除
い
て
、
他
は
ま
っ
た
く
同
文
が
伝
存
の

『
延
寿
赤
書
』
に
見
出
せ
る
。

こ
の
書
の
内
容
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
長
生
の
道
」
を
説
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
明
・
李
悲
『
道
蔵
目
録
詳
註
』
巻
三
は
、
「
日
月
を

存
想
し
、
禁
忌
・
起
居
・
解
除
（
稜
れ
を
除
く
意
）
・
究
語
等
の
法
」

を
説
い
た
害
だ
と
評
し
て
い
る
。
以
下
に
各
篇
名
と
簡
単
な
内
容
を

記
す
。鯵

瑳
前
奔
第
一
日
月
の
存
想
、
身
神
の
存
想
。

洗
心
内
忌
第
二
言
語
・
臥
室
。
理
髪
等
の
禁
忌
。

清
神
外
禁
第
三
邪
鬼
畔
除
の
呪
と
啄
歯
。

蔵
密
鉤
神
第
四
閉
目
内
視
し
て
耳
目
を
聡
明
に
す
る
法
、
あ
る

い
は
守
玄
白
の
道
（
黒
白
黄
三
気
の
存
想
）
。

宝
神
平
気
第
五
耳
目
・
顔
面
の
按
摩
、
頭
髪
を
何
度
も
櫛
け
ず

る
こ
と
に
よ
る
老
化
防
止
。

注
蔵
永
図
第
六
汚
稜
を
解
除
す
る
法
と
服
薬
禁
忌
な
ど
。

陰
行
真
気
第
七
再
び
耳
目
の
按
摩
。

対
時
習
真
第
八
再
び
存
想
。
ま
た
、
道
徳
経
と
黄
庭
内
景
経
の

読
詞
に
よ
る
長
生
。

以
上
の
内
容
は
、
す
べ
て
が
他
の
文
献
か
ら
の
引
用
か
ら
成
っ
て

い
て
、
「
真
詰
日
」
と
い
う
形
式
が
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

梁
・
陶
弘
景
（
四
五
六
’
五
三
六
）
の
「
真
詰
』
（
現
行
本
二
十
巻
。

『
道
蔵
』
太
玄
部
所
収
。
芸
文
印
害
館
縮
印
本
第
三
十
四
冊
）
を
指
す

の
で
あ
る
が
、
な
お
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
「
真
詰
日
」
と
は

な
く
て
、
例
え
ば
「
東
郷
司
令
日
」
「
青
牛
道
士
口
訣
日
」
の
よ
う

な
他
の
形
式
の
引
用
文
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
行
本
の
『
真
詰
』

（
一
二
）

巻
九
、
巻
十
に
見
出
せ
る
。
こ
の
両
巻
は
存
想
・
按
摩
・
禁
忌
等
の

具
体
的
方
法
を
説
い
た
部
分
で
あ
り
、
道
教
上
清
派
の
重
要
な
修
行

法
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
延
寿
赤
書
』
の
撰
者
・
斐
絃
は
、
上
清

派
の
流
れ
を
汲
む
道
士
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
四
）

た
だ
、
問
題
に
な
る
の
は
、
「
霊
宝
五
符
序
日
」
一
条
、
「
老
君
養

神
経
日
」
三
条
、
「
保
命
君
日
」
一
条
が
、
現
行
本
『
真
詰
』
に
見

（33）195



出
せ
な
い
点
で
あ
る
。
『
真
詰
』
原
七
巻
本
に
は
存
し
て
い
た
も
の
が

二
十
巻
に
編
成
さ
れ
る
に
際
し
て
何
か
の
理
由
に
脱
落
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
伝
写
の
間
に
脱
落
し
た
の
か
、
ま
た
あ
る
い
は
、
『
延

寿
赤
書
』
撰
者
が
独
自
の
見
解
に
も
と
づ
い
て
右
の
五
条
を
採
り
入

れ
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。
特
に
問
題
に
な
る
の
は

「
霊
宝
五
符
序
日
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
合
計
二
十
八
の
身
神
名
で

あ
り
、
こ
れ
は
上
清
派
の
崇
ぶ
経
典
『
黄
庭
経
』
に
見
え
る
身
神
名

と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
上
清
派
の
身
神
名
は
、
前
述

『
医
心
方
』
巻
二
十
七
谷
神
第
二
所
引
の
「
延
寿
赤
害
云
」
に
見
え

て
い
る
五
蔵
神
名
の
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
ど
う
い
う
意

味
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
考
察
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

（
三
）
『
延
寿
赤
書
』
が
、
ほ
と
ん
ど
『
真
詰
』
巻
九
・
十
か
ら
の
引
用

文
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
井
昌
子
弓
真

詰
』
と
『
上
玄
高
真
延
寿
赤
書
』
」
（
『
東
洋
学
術
研
究
』
第
十
五

巻
第
二
号
、
昭
和
五
一
年
）
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
同
氏

（
二
）
秋
月
観
瑛
編
『
道
教
と
宗
教
文
化
」
（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七

（
一
）
医
心
方
一
千
年
記
念
会
刊
『
撰
進
一
千
年
記
念
・
医
心
方
』
（
昭

和
六
一
年
刊
）
所
収
の
馬
継
興
「
『
医
心
方
』
中
的
古
医
学
文
献

年
）
所
収
。

初
探
」
。

か
ら
の
御
賜
教
に
謝
意
を
表
す
る
。

（
四
）
『
猶
龍
伝
』
巻
五
で
張
陵
撰
と
さ
れ
る
『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
に

つ
い
て
は
、
陳
国
符
が
『
道
蔵
源
流
孜
」
六
四
’
六
六
頁
で
、
現

行
本
（
『
道
蔵
』
洞
玄
部
神
符
類
。
芸
文
印
書
館
縮
印
本
第
十
冊
）

が
「
古
五
符
経
」
に
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
論
じ
、
石
井
昌
子
「
霊
宝

五
符
経
の
一
考
察
」
（
『
創
価
大
学
一
般
教
育
部
論
集
』
第
五
号
、

一
九
八
○
年
）
、
同
「
太
上
霊
宝
五
符
序
の
一
考
察
」
（
『
牧
尾
良

悔
博
士
頌
寿
記
念
論
集
・
中
国
の
宗
教
・
思
想
と
科
学
』
国
書
刊

行
会
、
昭
和
五
九
年
）
の
陳
氏
説
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、

『
延
寿
赤
書
』
所
引
の
「
霊
宝
五
符
序
日
」
の
文
は
現
行
本
『
太

上
霊
宝
五
符
序
』
巻
上
の
中
に
、
い
く
ら
か
似
た
文
が
あ
る
も
の

の
、
大
い
に
変
改
さ
れ
て
い
る
の
で
、
陳
氏
の
説
に
は
疑
い
が
も

た
れ
る
。
な
お
、
こ
の
経
典
の
研
究
に
は
、
他
に
Ｍ
・
カ
ル
タ
ン

マ
ル
ク
（
川
勝
義
雄
訳
）
「
『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
に
関
す
る
若
干

の
考
察
」
（
『
東
方
学
』
第
六
五
輯
、
昭
和
五
八
年
一
月
）
が
あ

》
（
》
。

（
関
西
大
学
文
学
部
）
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